超持久運動における感情・気分の変化と血中ホルモンの変動について by 下光 輝一 et al.
一　！030　一
東医大誌　50（6）：1030～1031，1992
第29回
東京医科大学内分泌代謝研究会
日
誌
当番幹事
特別講演
時平成4年6月16日（火）
　　午後5時30分～
場東京医科大学病院研究教育棟
　　第一一SU堂（3　F）
　　脳神経外科学教室
　　内分泌疾患，診断と治療
　　一最近の進歩一
　　東京女子医科大学　名誉教授
　　東京医科大学　第三内科　客員教授
　　　　　　　　　　　　鎮目和夫先生
2．　高齢者IV型高脂血症の一例
（老年病学）今村敏治、杉山壮、柳川清尊、桜井博文、近勝
櫻、高崎優
症例は81才、男性、1989年12月より前立腺癌でエストロジ
ェン投与をうけていた。1991年2月動悸を主訴として当科
受診し高脂血症を指摘され入院となった。既往歴：30歳
時肺結核症、家族歴（一）、嗜好品：甘味、飲酒歴（＋）
喫煙歴（一）。黄色腫、甲状腺腫なし。女性化乳房がみら
れたが、他に異常所見なし。肝機能、腎機能は正常。心電
図、ホルター心電図にて虚血性病変なし。血糖、アミラー
ゼ正常。尿蛋白陰性、甲状腺機能正常。T．　Ch　217mg／d1，
TG　983，　HDL－Ch　37，　LDL　244，　VLDL　1116，　VLDL－TG　734．
血清は混濁していたが，上層にはクリーム層はみられなか
った。リボ蛋白電気泳動等よりIV型高脂血症と診断。カロ
リー制限、糖質制限およびニコチン酸製剤にて加療し血清
脂質の低下がみられた。本例における高齢発症IV型高脂血
症の成因として、前立腺癌治療に使用されたエストロジェ
ンが肝でのVLDL合成元進をおこし、更に高糖質食誘発が加
わって高VLDL血症を呈したと考えられる。
　　1．　超持久運動における感情・気分の変化と血中ホ
ルモンの変動について
（衛生学公衆衛生学）下光輝一、岩根久夫、勝村俊仁、大谷
由美子、高波嘉一、坂本歩、藤枝賢晴、浜岡隆文、小田切
優子、西尾進也、村瀬訓正、藤波裏二
超持久運動の感情・気分に対する影響を調べ、かっ競技直
後の感情気分と血中ホルモン濃度との関係を調べる為に、
アイアンマンジャパン琵琶湖トライアスロン参加選手40名
に対し感情プロフィール検査（POMS）を行い、同時に血漿
ACTH，β一endorphin及び血清cortisol濃度を調べた。結果
：上記ホルモンは競技直後に著明に上昇した。また競技前
のPOSMの感情尺度の平均値は「活気」が最も高く、他の尺
度が低い氷山型を示した。競技直後には、　「疲労」が最も
高くなるものの「活気」は低下しなかった。競技直後の血
中β一endorphin及びACTH値と「活気」得点との間に有意
な正相関を認めた（r－0．435，P〈0．01，　r－0．351，0
＜0．05）。以上より超持久運動の極度に疲労した状態の中
での「活気」の維持にβ一endorphin，　ACTHなどの下垂体系
ストレス関連ホルモンが関与している可能性が示唆された。
　　3．　バセドウ病寛解判定におけるT，抑制試験と
TBII値との関係
（内科学第三）酒井裕幸、本多光一、泉一誠、富永仁、大友
理光、宮沢克則、小林昭夫、植木彬夫、平嶺辰郎、大塚舜
一、伊藤久雄
　【目的】バセドウ病に対する抗甲状腺剤による治療におい
て、寛解の条件としてT，抑制試験陽性、TSH受容体抗体
（TBII）の正常化などがよく用いられているが、　TBII値とT，
抑制試験との関係について検討した。
　【方法】寛解期にあると思われる維持：量の抗甲状腺服用中
のバセドウ病患者で、TBIIが正常化（15％以下）した50例
に対し、抗甲状腺剤を2週間以上休旨したうえで、T、抑
制試験を実施。1231　24時間摂取率を測定し、抑制率50
％以上を陽性と判定した。TBIIはSmithのキットで測定し
た。
【結果】抗甲状腺剤投与により、甲状腺機能・TBIIが正常
化しても、T，抑制試験にて抑制されない症例は、　TBIIが
正常範囲でも高値の症例により多い。T，抑制試験やTHR
試験をできるだけ陽性の可能陛の高い状況で行うためには、
その実施時期の目安としてTBII値が5％以下となることが
必要である。
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